	議事内容



	会議名
	平成30年度第3回板橋区地域自立支援協議会

	開催日時
	平成31年3月4日（月）　10：00　～　12：00

	開催場所
	板橋区役所北館9階 大会議室A

	参加者
	【委員等 13名】是枝会長、石川副会長、會田委員、小島委員、米山委員、片山委員、内田委員、三代瀬委員、中山委員、清水委員、鈴木委員、齊藤委員代理渡辺氏、峰松委員
[bookmark: _GoBack]【オブザーバー 3名】水田予防対策課長、河野おとしより保健福祉センター所長、大澤志村福祉事務所長
【事務局 7名】星野障がい者福祉課長、保泉管理係長、望月地域生活推進係長、砂川、鈴木、橋口、荒井

	会議の公開
	公開（傍聴）できる
	傍聴者数
	3人

	次第
	1. 開会・会長挨拶
2. 報告事項
(1) 平成30年度第2回権利擁護部会報告
(2) 平成30年度第3回高次脳機能障がい部会報告
(3) 平成30年度第2回障がい児部会報告
(4) 平成30年度第3回相談支援部会報告
(5) 手話言語条例のパブリックコメント実施結果について

3. その他
(1) 第7期板橋区地域自立支援協議会運営方針について
4. 閉会・副会長挨拶

	配布資料
	参考資料1　座席表
参考資料2　板橋区地域自立支援協議会 第6期委員名簿
資料1-1　　平成30年度第2回権利擁護部会報告書
資料1-2　　平成30年度第3回権利擁護部会　障害者差別解消法講演会チラシ
資料2 　　平成30年度第3回高次脳機能障がい部会報告書
資料3 　　平成30年度第2回障がい児部会報告書
資料4 　　平成30年度第3回相談支援部会報告書
資料5-1　　「（仮称）板橋区手話言語条例の条例案の概要」に対するパブリックコメント実施結果について
資料5-2　　条例案の概要
資料6 　　第7期 板橋区地域自立支援協議会 運営方針（案）





	１
	開会・会長挨拶

	
	是枝会長より開会の挨拶が行われた。

	２
	報告事項

	（１）

（２）

（３）

（４）

（５）
	平成30年度第2回権利擁護部会報告
事務局より、資料1のとおり報告を行った。
平成30年度第3回高次脳機能障がい部会報告
會田委員（高次脳機能障がい部会長）より、資料2のとおり報告が行われた。
平成30年度第2回障がい児部会報告
米山委員（障がい児部会長）より、資料3のとおり報告が行われた。
平成30年度第3回相談支援部会報告
中山委員（相談支援部会長）より、資料4のとおり報告が行われた。
手話言語条例パブリックコメント実施結果について
事務局より、資料5のとおり報告を行った。


＜質疑・意見等＞（抜粋）
○各部会からの提言については、承認し、自立支援協議会からの提言とする。

○障がい児の虐待について、自立支援協議会の場を活用して、障がい児部会と権利擁護部会で連携を取りながら現状の調査・防止策の検討等を行っていきたい。

○相談支援の進捗、事業所増加やセルフプランの方への対応等について、前回協議会で実施の承認された実態調査を行い、その結果を踏まえて対策に取り組む。

○手話言語条例の制定が予定されているが、手話・聴覚障がいに限らず、様々な障がいについて理解を広め、差別の解消・合理的配慮に努める必要がある。

○特別支援学校に副籍交流制度があるが、以前は交流を主に進めていたが、現在は場や活動の共有だけでなく、障がい理解や交流を通じて互いにどのような力を身に着けて欲しいかなどに的を絞って実施するようになってきた。

○就学前の医療的ケア児の受け入れ先が不足している。
→看護師等専門職員の配置等が障壁となりなかなか受け入れ先拡充がすすまない現状がある。小・中学校と同様で少しずつ受け入れが始まっていくかという状況。
また、来年度、医療的ケアについての検討会議を設置する予定であるため、実態調査も含めて対応していきたい。



	３
（１）
	その他
第7期板橋区地域自立支援協議会運営方針について
事務局より、資料6のとおり報告を行った。

	４
	閉会・副会長挨拶

	
	石川副会長より、閉会の挨拶が行われた。
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